
権利侵害はねかえす
大阪自治労連のたたかい

　1989年、全国組織「全労連」と自治体産別「自治労連」を結成。その当時、市民の税金で市幹部や市会議員に
よる高級クラブ飲み食い事件が発覚。「批判しない連合市職は労働組合ではない」と新たな労働組合を求める声
が高まり、1990年７月22日の「大阪市役所労働組合」結成大会で、永井守彦委員長は「市役所を市民に役立つと
ころに。働くものの立場に立った労働組合を」と決意を語り、大阪市役所にも自治労連の旗が立ちました。大阪市労組の結成

今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード 　５年間で６件の労働委員会・裁判闘争をたたかいました。大阪自治労連弁護団をはじめ、多くの支援を受けてい
ます。りんくう医療センター労組は時間外手当未払いで「勝利和解」、大阪市労組は団交応諾と誓約書の手交で
「完全勝利」、守口学童雇い止め事件で「勝利和解」、枚方市職労は不当労働行為に「勝利判決」。堺学童の採用拒
否は「最高裁への上告不受理」となったものの、「引き続きよりよい学童をつくろう」とがんばっています。
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許せな許せない！い！「「だまし討ちだまし討ち」」

化
を
」「
人
員
増
と
と
も
に
職
員
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
職
場
が

必
要
」「
各
単
組
の
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
も
活
用
し
て
共
有
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
る
と

と
も
に
、「
職
場
か
ら
一
人
ひ
と
り
の

声
を
大
切
に
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

「
要
求
実
現
へ
統
一
闘
争
で
た
た
か
お

う
」
な
ど
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

分
散
会
を
受
け
て
久
保
書
記
長
は

「
補
強
意
見
を
受
け
止
め
て
方
針
の
具

体
化
を
図
り
た
い
。
衛
都
連
の
統
一
闘

争
で
た
た
か
い
を
前
進
さ
せ
、
来
年
、

衛
都
連
結
成
80
周
年
を
迎
え
よ
う
」
と

ま
と
め
、
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
運
動

方
針
を
可
決
し
ま
し
た
。

大
会
で
選
出
さ
れ
た
新
役
員（
４
役
）

大
会
で
選
出
さ
れ
た
新
役
員（
４
役
）

▼
執
行
委
員
長　

坂
田
俊
之
（
吹
田
市
職

労
・
再
）
▼
副
執
行
委
員
長　

尾
﨑
一
美

（
貝
塚
市
職
労
・
再
）／
丹
野　

優
（
堺
市

職
労
・
再
）／
赤
澤　

勝（
和
泉
市
職
労
・

再
）／
中
洲
俊
昭（
東
大
阪
市
職
労
・
再
）

／
三
宅
武
志
（
枚
方
市
職
労
・
新
）
／
田

中
恒
男
（
茨
木
市
職
労
・
再
）
／
寺
内
克

憲
（
富
田
林
市
職
労
・
再
）
／
▼
書
記
長

　

前
田
博
史
（
吹
田
市
職
労
・
新
）
▼
書

記
次
長　

生
田
千
鶴（
八
尾
市
職
労
・
新
）

代
議
員
全
員
が
分
散
会
で

代
議
員
全
員
が
分
散
会
で

職
場
や
組
合
へ
の
思
い
を
語
る

職
場
や
組
合
へ
の
思
い
を
語
る

　

衛
都
連
は
10
月
５
日
、
第
88
回
定
期

大
会
（
大
阪
自
治
労
連
衛
都
連
第
35
回

定
期
総
会
）
を
大
阪
市
内
で
開
催
。
代

議
員
全
員
が
分
散
会
で
意
見
や
思
い
を

述
べ
、
２
０
２
６
年
度
運
動
方
針
を
決

定
し
て
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
を
し
た
坂
田
衛
都
連

委
員
長
は
「
住
民
と
自
分
の
た
め
に
、

魅
力
あ
る
職
場
を
仲
間
の
力
で
実
現
す

る
た
め
に
、
代
議
員
全
員
の
参
加
で
運

動
方
針
を
確
立
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
大
阪
府
職
労
の
塚
元
副
委
員

長
、
大
阪
市
労
組
の
橘き
つ

波な
み

委
員
長
が
連

帯
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
切
に

一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
切
に

統
一
闘
争
で
前
進
を

統
一
闘
争
で
前
進
を

　

分
散
会
討
論
で
は
、
代
議
員
か
ら

「
中
高
年
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
た
め

に
方
針
の
具
体
化
を
」「
人
事
評
価
制
度

の
問
題
点
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
た

た
か
う
べ
き
」「
会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
の
格
差
を
な
く
す
取
り
組
み
の
強

　

門
真
市
当
局
は
、「
市
民
か
ら
の
通
報

を
機
に
半
年
に
わ
た
り
観
察
記
録
し
た
結

果
、
違
法
な
離
席
を
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
」
と
し
て
、
組
合
役
員
２

人
を
懲
戒
処
分
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
証
言
で
は
、
通
報
の
４
か
月

前
に
当
時
の
所
属
長
が
人
事
課
長
に
「
離

席
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
相
談
し
て
い

た
こ
と
、
通
報
を
受
け
て
か
ら
も
、
活
動

の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
も
注
意
や
制
止

す
る
こ
と
も
な
く
、
離
席
を
認
め
な
が

ら
、
ひ
そ
か
に
観
察
記
録
を
付
け
、「
懲

戒
処
分
を
前
提
」
に
報
告
書
を
作
成
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
あ
え
て
注
意
し
な
か
っ
た
」

「
あ
え
て
注
意
し
な
か
っ
た
」

「
証
拠
隠
滅
に
な
る
か
ら
…
」

「
証
拠
隠
滅
に
な
る
か
ら
…
」

 

（
処
分
当
時
の
人
事
課
長
）

（
処
分
当
時
の
人
事
課
長
）

　

原
告
代
理
人
か
ら
「
組
合
活
動
の
た
め

に
相
当
の
離
席
が
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が

ら
、
な
ぜ
注
意
も
制
止
も
し
な
か
っ
た
の

か
？
」
と
の
問
い
に
、
処
分
当
時
の
人
事

課
長
は
「（
注
意
す
る
と
）証
拠
隠
滅
に
な

る
」
と
答
え
ま
し
た
。
組
合
役
員
を
犯
罪

者
扱
い
す
る
許
せ
な
い
発
言
で
す
。

市
民
の
た
め
に
い
い
仕
事

市
民
の
た
め
に
い
い
仕
事

安
心
し
て
働
け
る
職
場
を

安
心
し
て
働
け
る
職
場
を

　

裁
判
後
の
報
告
集
会
に
は
50
人
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
感
想
や
激
励
の
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
ま
し
た
。
門
真
市
職
労
の
岩
下

委
員
長
は
、「
今
日
、
10
月
１
日
採
用
の

新
入
職
員
へ
の
組
合
説
明
会
で
、
市
民
の

た
め
に
い
い
仕
事
を
す
る
に
は
、
働
き
や

す
い
職
場
と
労

働
条
件
が
必

要
。
ぜ
ひ
組
合

加
入
を
」
と
訴

え
た
こ
と
を
報

告
し
、「
皆
さ

ん
の
支
援
で
が

ん
ば
っ
て
こ
れ

た
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
勝
利
ま

で
の
支
援
を
訴

え
ま
し
た
。

「
対
話
と
学
び
あ
い
」を
す
す
め

衛
都
連
第

衛
都
連
第
8888
回
定
期
大
会

回
定
期
大
会（（ 

））

大
阪
自
治
労
連
衛
都
連

大
阪
自
治
労
連
衛
都
連

第第
3535
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会

を
開
催

を
開
催

住
民
と

自
分
の
た
め
に

報告集会で支援者にあいさつする岩下委員長（中央）と、原告の
東さんと西本さん（前列左から）、弁護団のみなさん

35年前に大阪市労組を結成して、青年も退職者も思いをひとつに参加者みんなで元気になる式典になりました

青
年
が「
市
労
組
が
あ
る
時
と

な
い
時
」を
語
っ
て　

み
ん
な
で

「
市
労
組
で
よ
か
っ
た
ね
」と
振
り
返
り

　
「
大
阪
市
労
組
結
成
35
周
年
の
つ
ど
い
」

を
大
阪
市
内
で
開
催
し
、
組
合
員
や
退
職

者
、各
労
組
や
団
体
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

全
体
で
１
１
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
大
阪
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
の
藤
永
の
ぶ
よ
さ
ん
と
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
西
谷
文
和
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
、
機
関
紙
を
ス
ラ
イ
ド
に
映
し
て
市
労

組
の
結
成
か
ら
35
年
を
振
り
返
り
、
青
年

組
合
員
が
「
市
労
組
が
あ
る
時
と
な
い

時
」
を
テ
ー
マ
に
組
合
活
動
に
参
加
し
て

感
じ
た
こ
と
を
語
り
ま
し
た
。
エ
イ
サ
ー

演
舞
な
ど
市
労
組
ら
し
い
文
化
企
画
、
最

後
は
み
ん
な
で
合
唱
し
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
「
市
労
組
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
」「
市
労
組
に
は
い
っ
て
よ
か

っ
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
私
た
ち
の
こ
と
は
私
た
ち
で

決
め
る
」組
合
結
成
の
思
い
を

未
来
に
つ
な
げ
た
い

　

吹
田
市
内
で
開
催
さ
れ
た
式
典
は
、
和

太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
自
遊
」（
長
谷
川
委
員

長
含
む
３
人
）
の
演
奏
で
始
ま
り
、
大
阪

自
治
労
連
・
関
連
評
・
吹
田
市
労
連
・
吹

田
労
連
・
吹
田
自
治
都
市
研
究
所
・
弁
護

団
・
千
里
タ
イ
ム
ズ
・
組
合
Ｏ
Ｇ
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
、
祝
辞
と
あ
わ
せ
て
、
結
成
当
時

の
状
況
や
た
た
か
い
の
歴
史
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
初
代
委
員
長
の
川
西
玲
子
さ
ん
は

「
激
し
い
議
論
を
経
て
『
私
た
ち
の
こ
と

は
私
た
ち
で
決
め
る
。
そ
の
た
め
に
つ
く

ろ
う
』
と
関
連
労
組
を
結
成
。
多
く
の
支

え
と
成
果
が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

振
り
返
り
ま
し
た
。
長
谷
川
委
員
長
と
元

田
書
記
長
は
「
次
の
30
年
に
む
け
て
、
自

分
た
ち
で
声
を
上
げ
、
仲
間
を
増
や
し
た

い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

大阪市労組結成大阪市労組結成3535周年周年
のつどい のつどい   ９月９月2121日日

吹田関連労組結成吹田関連労組結成3030周年周年
記念式典 記念式典   ９月９月2727日日

開
会
あ
い
さ
つ
す
る
坂
田
委
員
長
、（
来
賓
席

左
か
ら
）
大
阪
府
職
労
・
塚
元
副
委
員
長
と
大

阪
市
労
組
・
橘
波
委
員
長

魅
力
あ
る
職
場
つ
く
ろ

魅
力
あ
る
職
場
つ
く
ろ
うう

門
真
市
職
労
役
員
２
人
へ
の
不
当
な
懲
戒
処
分
取
消
裁
判

新
入
職
員
と
楽
し
く
歓
迎

会
（
10
月
10
日
）

　10月２日に大阪地裁で行われた第９回口頭弁論。裁判は大きなヤマ場を迎え、午前は処
分当時の人事課長と所属長に対する証人尋問、午後は原告の西本さんと東さんの本人尋問
が行われました。大阪地裁前での早朝宣伝に府内各地から30人が、裁判傍聴に59人の支援
者が参加しました。




